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オリエンテーション

日	 時	 ：	 4 月 10 日（水）	 10：40〜12：25
場	 所	 ：	 臨床講義室 A

1．医療概論Ⅰ「人間性教育」について 10：40〜10：55	

コース Coordinator ：大原	 信（医学医療系） 
斎藤	 環（医学医療系）

高屋敷明由美（医学医療系） 
開講期間	  Ｍ１：春ＡＢモジュール 水曜日	 ３、４時限	

木曜日	 ４、５時限

２．医療福祉現場でのふれあい等（早期体験実習）について	

各ユニットのガイダンス	 10：55〜12：25	

コース Coordinator ：	大原	 信（医学医療系） 
	 斎藤	 環（医学医療系）

１）	早期体験実習について 10：55〜 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大原	 	 信

２）	ユニット＃２	 病院見学実習	 11：05〜 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大原	 	 信

３）	ユニット＃３	 コミュニケーション実習	 11：10〜	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 前野	 哲博	

４）	ユニット＃４-１	 リハビリテーション部 11：15〜 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 羽田	 康司

 ユニット＃４-２	 救急実習 11：20〜 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 井上	 貴昭

５）	ユニット＃５	 高齢者/妊婦模擬体験実習 11：25〜 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 前野	 貴美

６）	ユニット＃６	 研究室紹介 11：30〜	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 佐藤	 豊実	

７）	ユニット＃１	 医療・福祉現場でのふれあい 11：35〜	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 柳	 	 久子	

開講期間	 	 春学期 AB モジュール	 	

火曜日５～７時限、春Ｃ	 火曜日、水曜日、金曜日	

テュートリアル学習の進め方についてのガイダンス	 	 	 	 高屋敷明由美

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日時：4月 11日（木）	 13：45〜15：00 
	 	 	 	  	 	 	 	 	  場所：共同利用棟 B	 ２階講義室１



「医療概論Ⅰ」・「医療・福祉現場でのふれあい等」における 

欠席とその取扱いについて 

■コアタイム・実習

・遅刻、欠席の際には原則、事前に教務に電話連絡すること。

・正当な理由により欠席する場合は、欠席届※を提出すること。

・欠席の取り扱いは、以下の通りとする。

連絡 
欠席届
受理 取り扱い 例 

なし なし 無断欠席： 

あり なし 
通常の欠席： 

特に配慮されない 
体調不良で欠席したが、医療機関は 

受診しなかった場合 

あり あり 
欠席届が受理された欠席： 

事情が配慮される。 
医療機関でインフルエンザと診断 

された場合、忌引きなど 

■コアタイム

・欠席については、以下のように取り扱う。

1 つのテーマ（シナリオ）に関連するコアタイムについて

l 欠席 1 回：そのテーマのテュートリアル評価は 1 段階下がる。

l 欠席 2 回：そのテーマのテュートリアル評価は D 評価となる。

・欠席届が受理された場合は、考慮される。

■実習

・遅刻、欠席の際には原則、事前に教務に電話連絡すること。

・無断欠席は該当実習の評価が D となる場合がある。

※ 欠席届について

次の①～④に該当し１コマ以上授業や実習を欠席する場合、「欠席届」の提出を認める。

① 病気やけが（受診日が分かる診断書・領収書等の写しが必要）

② 公共交通機関の遅延（遅延証明書が必要）

③ 冠婚葬祭（3 親等まで、日時が分かる会葬礼状等が必要）

④ その他、学類長が必要と認めた場合

※ 正当な理由がない場合は「欠席届」を受理しない（医学類専門科目では、サークル、クラブ活動による

理由は認めない）。

※ 復帰後直ちに学群教務に欠席届を提出すること（欠席届の用紙は教務で受け取ること）。
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【1】	 医療概論 I「人間性教育」（Humanity Education） 
コースCoordinator：大原	 	 信・斎藤	 環	

開講期間 春ABモジュール	 水曜日・3〜4時限・木曜日・4〜5時限	

発表会：7月3日（水）3、4時限	

場	 	 所 共同利用棟B棟2階講義室1・4A棟 4階セミナー室等（コアタイム、グループ討論）	

	

１．概要	

・	将来医師になる者としての自覚を持ちながら学習をする態度を身につけるために、医療の様々な側面

を知り、患者の思いや立場に配慮しながら学ぶことの大切さを理解する。	

・	テュートリアル学習を行う上で基本となるグループ討論、自己学習、レポート作成の方法を習得する。	

	
２．筑波大学卒業時コンピテンシーとの関連

	 すべてのコンピテンシーには関連するが、特に以下の項目を重視する。

・プロフェッショナリズム

社会人としての一般教養・常識を身につけ、その場にふさわしいマナーに則った行動ができる。研究倫

理・医療倫理の原則を述べることができる。（レベル１）

豊かな人間性をもって、患者とその家族に対し思いやりと敬意を示すことができる。（レベル１）

社会全体の医療ニーズと医療資源の公平な分配に関する、国内外の問題点を挙げることができる。（レベ

ル１）

振り返り・セルフマネージメントの基本的な考え方およびその必要性を述べることができる。（レベル１） 
・コミュニケーション

患者および家族の立場に立ち、その思いや、心理社会的背景を考えることができる。コミュニケーショ

ンにおける共感、敬意、思いやりの重要性を理解できる。インフォームドコンセントの重要性を理解で

きる。（レベル１）

グループ学習において、グループメンバーの考えを聞き、自分の意見を述べることができる。

保健、医療、福祉の現場でケアに関わる職種を挙げることができる。（レベル１）

・未来開拓力

グローバルな課題に目を向け、医学・健康に関する国内外の様々なトピックに注目し、関心を示すこと

ができる。（レベル１）

自らの考えを明らかにし、相手に伝えることの重要性を理解することができる。（レベル１）

協働学習の場において、問題解決のための議論をリードし、意見をまとめることができる。（レベル１） 

３．到達目標	

１）	医療の目的、目標、必要性を述べる。	

２）	医療の目標の高さ、崇高さ、困難さを述べる。	

３）	患者にとって、身体・生活・人生、全てが医学・医療に大きく影響を受けることを説明する。	

４）	 これから医学を学び、医療の専門職者を目指す者として個人を越えた目標を述べる。	

５）	社会における医療の位置付けを説明し、最近の主な医療に関する社会的な問題の概要を列挙するこ

とができる。	

６）	グループ討論において、自分の意見を述べ、相手の意見を積極的に聞いて議論に参加し、メンバー

の一員としての役割を果たす。	

７）	自ら疑問点・問題点を挙げ、それを明らかにするための方法を述べることができる。	

８）	学んだことを他者にわかりやすく説明する。	

９）	医学生として、積極的に自己学習しようとする姿勢をもつ。	

１０）	基本的なレポートの構成を理解し、作成ができる。	



４．授業時間	 及び	 教室	

〘授業時間〙	 春ABモジュール：水曜日3〜4時限	 木曜日4〜5時限	

〘教	 室〙	 	 共同利用棟B	2階講義室1	 および	 	

学群棟4階セミナー室・１階103,104,4Ｄ棟セミナー室など	

	

５．授業方法	

小グループによるテュートリアル授業：2019年 4月 11日（木）〜7月4日（木）	

教科書および参考図書（オリエンテーションで紹介）を活用して、コアタイム・グループ討論にのぞむ。	

	

教科書	 〔改訂版〕入門・医療倫理Ⅰ	赤林	 朗	 編	 	 勁草書房	

	 （4月 11日のオリエンテーションまでに購入して持参すること）	

	

《学習の進め方》	*具体的な学習の進め方は4月11日（木）4時限のオリエンテーションで説明する。	

・グループメンバー表および教室は、事前にM１掲示板で確認する。	

・５つのテーマについて、２回のコアタイム・複数回のグループ討論・自習の流れで学習する。（第５テ

ーマのみコアタイムは1回）	



コアタイムとは？	

学生間の小グループで討論を行う時間	

テューター（討論や学習の進め方の助言を行う教員）が同席する。	
	
	テーマごとの学習の流れ	

① 	 プレシナリオについて、予習を行う。（テーマ１はプレシナリオなし）	
② 	 コアタイム○—１【○はテーマNo.】（テューターつき）：（指定のゼミ室）	
各テュートリアル室グループメンバー間で自己紹介を行ったのちに、配布されたシナリオにもと

づき、討論する。	

	 	

③ 	 コアタイム後の自習：		
コアタイム１であげた学習項目について情報収集・自己学習を行う。	

	

④ 	 グループ学習（共有）（テューターなし）：自習で個別に学んだことを共有・確認し合う。分
かったことから課題に戻り、更に調べることを討論する。（指定のゼミ室）	

	 	 ＊第１テーマではグループ学習で行う討論を、コアタイム２でテューターの助言のもとに行う。		

	

⑤ 	 コアタイム○—２【○はテーマNo.】（テューターつき）：（指定のゼミ室）	
冒頭で、グループで実施したこと（共有できたこと、残された課題）をテューターに報告する。

自習で学んだことを共有した上で、討論を深める。（テーマ５はコアタイム２の設定なし）	

	

⑥ 	 レポート作成：（自習を行う場所：教室、図書館など自由。）	
ポートフォリオの整理、レポート作成	

・	レポートは自分の言葉でまとめる。資料のコピーアンドペーストは禁止（部分的なコピーも）、

図表などを引用した場合には引用文献を記す。	

・	ワープロソフトを用いて作成する。	

	

	 《全体演習について》	

	 全体演習１	 ４月２４日（水）３・４時限	 	

・入学してからの学習および生活を振り返る。	

・２～３人グループ（テーマ１のグループ内で分ける）で、テーマ１のレポートを、学生間で相

互評価し、提出に向けての修正を行う。	

・テーマ１のレポートを作成して3部（自分用・グループメンバー用）持参すること。	

	

	 全体演習２	 ５月２９日（水）３・４時限	 	

３人グループで	

・テーマ１～２における学習方法を振り返り討論する。	

・「生と死」をテーマに演習ワークシートを用いて個人ワークおよびグループワーク、全体討論

を行う。	

・テーマ５の事前ワークが提示される。	

	

《講義について》	

テーマ５のコアタイムにおける討論の準備のために、医療に関する様々な分野で活躍する４人の医師

（教員）による講義が行われる。（日程は時間割表参照）	

大原	 信先生（医療情報学）、斎藤	 環先生（精神保健学）、井上	 貴昭先生（救急・集中治療科）	

野口	 恵美子先生（遺伝医学）	 	



	 《発表会について》	

	 	 日	 時	 ：	 ７月３日（水）３、４時限	

	 	 場	 所	 ：	 共同利用棟B	2階講義室１	

・各自、第１～４テーマのうち、最低１テーマの発表会に関わることになる。	

・発表は各グループ発表６分、質疑４分、パワーポイントを使用する。	

・発表会のスケジュール、テーマごとの発表担当グループ、および当日の司会・タイムキー

パー担当者は、第４テーマ終了後（６月５日）に掲示する。発表担当を確認の上、グループ

メンバーと協力して準備を進めて下さい。	

	

６．医療概論	I	『人間性教育』の提出物について	

	 	 	 	

	 １）コアタイム提出シート・グループ討論報告用紙（グループで１枚）	

	 ・コアタイム提出シートは、終了直後にテューターのサインを得た上で、提出する。	

	・グループ討論報告用紙：コアタイム１の後のグループ討論の報告書は、コアタイム2でテュー

ターのサインを得て、コアタイム2提出シートと共に提出する。	

(報告書用紙は、コアタイムではテューターから配布、グループ討論はＰＣＭＥ室職員が配布)	

	 提出締め切り日：コアタイム実施日１７時、	

	

	 提	 出	 先：２階	 エントランスホール脇レポート提出ボックス	

	

	 	 ２）レポート（各自）	 	

	 レポートの表紙に、グループ番号、学籍番号、氏名を必ず明記する。	

学習報告用紙にも、グループ番号、学籍番号、氏名を明記すること。	

（レポートは手元に電子ファイルまたはコピーを残しておく。）	

提出締め切り日：	 テーマ１・4月25日（木）	 テーマ２・5月16日（木）	

テーマ３・5月30日（木）	 テーマ４・6月11日（火）	

	テーマ５・6月26日（水）	

各日とも17：00締切	

提	 出	 先：２階	 エントランスホール脇レポート提出ボックス	

	 	 	

	 	 ３）コース評価表	

	 レポートの提出日から一週間以内に、manaba内「xx19001-068	M1_医学類1年」コースのア

ンケートに掲載されている「医療概論Ⅰ人間性教育	 テーマ○コース評価」を提出する。	

	 （提出期間外の提出は認められない。未提出の場合、テュートリアル評価が１段階下がる。）	

	

※各提出物の提出期限は必ず守ること	

	

７．評	 価	

・コアタイムにおける討論（パフォーマンス）、レポートから総合的に評価する。

・オリエンテーション、コアタイム、演習は、原則として出席が必要である（詳細はオリエンテーシ

ョン資料を参照のこと）。無断欠席、レポート提出の期日・提出場所を守らない、コアタイムの議

論を妨げるなどの望ましくない学習態度があった場合、単位を取得できない場合がある。

・医療概論Ⅰは進級における取得必須単位である。



2019年度	 M1	 人間性教育時間割表	

水 木 

4月10日	 4月11日	

3 	 関連科目他	

4 	 	 医療概論 I オリエンテーション  
(高屋敷（明）) 

5 	 	 医療概論 I コアタイム 1-1 

4月17日	 4月18日	

3 医療概論 I グループ（共有） 関連科目他	

4 医療概論 I コアタイム 1-2  医療概論 I レポート作成 

5 学問への誘い	 医療概論 I レポート作成 

4月24日	 4月25日	

3 
医療概論 I 全体演習１ 

(高屋敷（明）) 
関連科目他	

4 
医療概論 I 全体演習１ 

(高屋敷（明）) 医療概論 I コアタイム 2-1 

5 学問への誘い	 医療概論 I 自習 

5月1日	 5月2日	

休日	 休日	

5月8日	 5月9日（月曜授業）	

3 医療概論 I グループ（共有） 国語	

4 医療概論 I コアタイム 2-2 関連科目他	

5 学問への誘い	 英語Ⅰ	

5月15日	 5月16日	

3 医療概論 I レポート作成 関連科目他	

4 医療概論 I レポート作成 医療概論 I コアタイム 3-1 

5 学問への誘い	 医療概論 I 自習 

5月22日	 5月23日	

3 医療概論 I グループ（共有） 関連科目他	

4 医療概論 I コアタイム 3-2 医療概論 I レポート作成 

5 学問への誘い	 医療概論 I レポート作成 

5月29日	 5月30日	

3 医療概論 I 全体演習２ (高屋敷（明）) 関連科目他	

4 医療概論 I 全体演習２ (高屋敷（明）) 医療概論 I コアタイム 4-1 

5 関連科目他	 医療概論 I 自習 

6月5日	 6月6日	

3 医療概論 I グループ（共有）	 関連科目他	

4 医療概論 I コアタイム 4-2	 医療概論 I レポート作成 

5 関連科目	 医療概論 I レポート作成 

6月12日	 6月13日	

3 
医療概論 I 発表会オリエンテーション 

(高屋敷（明）) 関連科目他	

4 医療概論 I 発表準備（グループ） 
医療概論 I テーマ 5 講義 

(大原) 

5 関連科目他	
医療概論 I テーマ 5 講義 

(井上) 

6月19日	 6月20日	

3 医療概論 I テーマ 5 講義 
(野口) 

関連科目他	

4 
医療概論 I テーマ 5 講義 

(斎藤) 
医療概論 I テーマ 5 講義または発表準備 

5 関連科目他	 医療概論 I コアタイム 5-1 

6月26日	 6月27日	

3 医療概論 I 発表準備 関連科目他	

4 医療概論 I 発表準備 医療概論 I 発表準備	

5 関連科目他	 医療概論 I 発表準備	

7月3日	 7月4日	

3 医療概論 I 発表会 関連科目他	

4 医療概論 I 発表会 医療概論 I 予備日 

5 関連科目他	 医療概論 I 予備日 



2  

Coordinator  

 
 
 
 

 BLS (Basic Life Support)  
 
 
 

 
 
 

 



SP Simulated Patient

BLS (Basic Life Support)

 

 
 

 
 

 



スケジュールおよび担当教員



実習用グループ別名簿



附属病院ふれあい実習名簿





Coordinator  

Coordinator  

  4 10 2

1  
15:15 4A103  

 30  
 

  

19 00  
 

2  
15:15 4A103  

18:00 

18:05 19:15  
4A103  



TA  7639 PHS 029-853-7639 , 090-3599-2626

TA

17  

Coordinator  

)
)
)
)
)

7 2 6 3 7
9 10 16 17 23 24 2



10 TA  
11  
12

13  
14  
15  
16  

TA
090-3599-2626 029-853-7639 PHS  

Box  
7 16 7 23 7 30  



参考資料	

筑波大学附属病院 看護単位と診療グループ 

けやき棟 B 棟 

東 11 ８０１ 

西 11 ７０１ 

東 10 ６０１ 

西 10 ６３０ 

東 9 ５０１ 

西 9 

東 8 

西 8 A 棟 

東 7 C 棟 

西 7 C・D・F 棟 

東 6 

西 6 

東 5 

西 5

（MFICU） 

西 5

（NICU） 

西 5（GCU） 

チームナーシング基本形と担当

［急性期病棟］ 

【日勤】 

【夜勤】 



筑波大学附属病院 病 棟 の 流 れ 



Coordinator  



Coordinator   

2 /
/

 

Box  



. B 4  3896, 90349  
90398 

. A  3576,3577 

. B  3777 

. B  3902 

.  B  3906 

.  F 91559 

.  F 97267 
-  B F 3580, 90016 
-  A F 3747 



Coordinator   

7  

SP
SP  

5  

1.
2.
3. SP
4.

SP Simulated patient  

SP

SP  





5  

Coordinator:  

3 303  

Coordinator  

Basic 
Life Support (BLS)  

Basic Life Support (BLS)  
BLS  

BLS  
BLS  

1  
4A304

Box  



Coordinator   

/  

13 14  



Coordinator  
GIO 

SBOs 

B 3 4  

 



筑
波
大
学
附
属
病
院
建
物
配
置
図
	



筑
波
大
学
附
属
病
院
外
来
案
内
図
	




